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警
戒
区
域
は

m
J圏
内

一
る
が
、
今
回
は
政
府
に
ょ

に
居
住
者
が
い
な
い
広
野

一
る
避
難
指
示
に
伴
う
措
置

町
を
除
く
、

2
市
5
町
2
一
の
た
め
、
原
子
力
災
害
対

村
に
設
定
す
る
。
一
時
帰

一策
特
別
措
置
法
に
基
づ

宅
の
際
、
再
び
圏
外
へ
の

一き
、
菅
直
人
首
相
が
福
島

避
難
を
求
め
る
法
的
根
拠

一県
や
関
係
自
治
体
に
警
戒

を
整
え
る
目
的
が
あ
る
。

一区
域
設
定
を
指
示
し
た
。

災
害
対
策
基
本
法
に
基
づ

一

警
戒
区
域
立
ち
入
り
に

い
て
市
町
村
長
が
設
定
す
一
は

ω万
円
以
下
の
罰
金
な
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/
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険
し
い
表
慣
で
菅
首
相
(
右
)
を
迎
え
る
佐
藤
知
事

川
福
島
県
庁
で
幻
日
午
前
9
時
部
分
、
関
雄
輔
撮
影

自
力
入
居
も
家

201l年(平成23年)4月21日(木)

東
日
本
大
震
災
で
住
宅

を
失
っ
た
被
災
者
が
避
難

所
な
ど
か
ろ
民
間
賃
貸
住

宅
に
移
る
ケ
l
ス
に
関
し

岩
手
県
は
、
被
災
者
が
既

に
自
力
で
入
居
し
た
賃
貸

住
宅
も
借
り
上
げ
対
象
に

し
て
家
賃
や
共
益
費
を
負

担
す
る
独
自
方
針
を
決
め

た
。
入
居
契
約
時
に
さ
か

の
ぼ
っ
て
敷
金
や
礼
金
を

負
担
す
る
と
と
も
検
討
。

家
賃
に
は
上
限
を
設
け
る

も
の
の
、
契
約
期
間
は
仮

設
住
宅
と
同
様
2
年
と
す

る
。
仮
設
住
宅
の
供
給
が

遅
れ
て
い
る
中
、
早
期
の

生
活
再
建
に
は
柔
軟
な
支
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tEl 
岩手県

被
災
者
仮
設
住
宅
扱
い

授
か
必
要
と
判
断
し
た
。

一る
宮
城
、
福
島
両
県
の
担

災
害
救
助
法
は
避
難
所

一当
者
も
自
力
入
患
の
場
合

早
期
解
消
の
た
め
、
県
が
一
に
関
し
、
毎
日
新
聞
の
取

民
間
賃
貸
住
宅
を
借
り
上
一
材
に
「
何
ら
か
の
支
援
が

げ
て
仮
設
住
宅
と
す
る
と
一
で
き
な
い
か
検
討
中
」
と

と
を
認
め
て
お
り
、
県
の
一
話
し
て
い
る
。

借
り
上
げ
後
に
被
災
者
は
一
被
災
地
の
避
難
所
で
は

避
難
所
な
ど
か
ら
移
る
仕
一
今
も
家
を
失
っ
た
人
が
多

細
み
。
し
か
し
、
そ
れ
に

十数
暮
ち
す
が
、
仮
設
住
宅

先
立
ち
被
災
者
が
自
力
で

一の
供
給
は
始
ま
っ
た
ば
か

契
約
・
入
居
し
た
場
合
は

十
り
。
自
宅
兼
盾
舗
を
津
波

対
象
外
で
、
岩
手
県
は
「
入

一
で
流
さ
れ
、
避
難
所
で
暮

居
時
期
が
違
う
だ
け
で
不

一ら
す
岩
手
県
宮
古
市
内
の

平
等
が
生
じ
る
の
は
間

一自
営
業
の
男
性
(
侃
)
は

題
」
(
地
域
福
祉
課
)
と

一
「
市
内
で
床
上
浸
水
に
と

判
断
し
た
。

十ど
ま
っ
た
ア
パ
ー
ト
を
な

同
法
に
墓
づ
く
借
り
上

一ん
と
か
押
さ
え
た
。
住
め

げ
手
続
き
が
始
ま
っ
て
い

一る
状
態
に
な
る
の
を
待
つ

て
入
居
す
る
つ
も
り
o
被

一

災
者
は
み
な
経
済
的
に
困

一

っ
て
い
る
。
家
賃
を
支
援

一

し
て
も
ら
え
る
な
ち
あ
り

一

が
た
い
」
と
話
す
。

一

た
だ
、
自
力
で
入
居
し

一

た
住
宅
の
契
約
時
に
さ
か

一

の
ぼ
っ
て
支
援
す
る
こ
と

一

に
は
、
厚
生
労
働
省
が
難

一

色
を
示
し
て
い
る
。
仮
設
-

住
宅
や
借
り
上
げ
賃
貸
住

一

宅
の
財
源
は
国
の
補
助

一

(
最
大

ω倣
)
に
依
存
し

一

て
お
り
、
山
石
)
呂
場
地
域
福

4

祉
課
は
「
遡
及
し
て
支

援
で
き
る
よ
う
、
今
後
も

国
に
要
望
す
る
」
と
話
し

て
い
る
。
【
川
口
裕
之
]

集
団
避
難
で
離
れ
離
れ
に
な
る
の
を
前
に
、
集
合
写
真
に
納
ま
る
避
難
所
の
人
た
ち

リ
宮
城
県
南
-
一
一
陸
町
の
志
意
川
小
学
校
で
四
目
、
丸
山
博
撮
影

町に集団避難を計画。今月上旬に第 11
して822人が移転していた。
第2陣は現在避難所にいる約6400人1

ち471人。 r帰郷Jはいつになるか。 l
たちは互いの無事や健康を願いなが、ら

難所での別れを惜しんだ。【堀智行、丸叫

哩z珪璽望菖忍主

ち約60人が町外lこ出る。別れの日を前に、

1カ月半、苦楽を分かち合った町の人たち

が集合写真に納まった。

(社会面に関連記事)

同町は人口約 I万8000人。死者・行方不

|明者は1121人に達する。町は県内外の7市

籾量芸 E75聾Z午菖雪きれ

南三陸

東日本大震災の大津波で壊滅的被害を受

けた宮城県南三陸町で21目、同町としては

第 2障となる被災者の集団避難が始まっ

た。町立志津川小の避難所は、 152人のう

霊方収

別れても思い一つ


